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―MEGURI2040では、どのような点が挑戦でし

たか。

　　　国内有数の企業がコンソーシアムに参画する

なか、各社の技術を一つの新しい自動運航システム

として連携させることは、本当に大きな挑戦でした。

特に、当社が担当した自動操船コントローラーはシ

ステムの要となるため、関係各社との調整には多く

の時間と労力を要しました。

また、前例の少ない自動運航船においては「安全性

や性能をどのように確認するか」や「第三者にも説

明可能な形で評価するにはどうすればよいか」とい

う点も大きな課題でした。今回の開発では、実船の

動きなどをコンピューター上で再現する「デジタル

ツイン」を活用し、大規模なシミュレーションによ

って、さまざまな運航条件や外乱条件での検証を実

施しました。こうした開発・検証プロセスを確立で

きたことは、今後の自動操船技術開発の基盤となる

大きな成果だったと感じています。

―将来、自動操船制御技術がどのように活用され

ることを期待しますか。

　　　この技術の本質的な価値は、「人の負担を軽

減し、安全性を向上させる」という点にあります。自

動化というと「人が行っていた仕事を機械に置き換

える」というイメージがありますが、私たちが目指

しているのは、それだけではありません。まずは船

員の見張りや操船業務を高度に支援し、船員がより

重要な判断や業務に集中できるようにすることで、

より安全で快適な労働環境の実現につなげていきた

いと考えています。

また将来的には、船員の働き方改革や高齢化に伴う

人手不足などの人材に関する課題、ヒューマンエラー

に起因する事故の抑制といった安全に関する課題、

さらには離島航路や国内物流の維持と

いった社会インフラに関する課題の解

決にも貢献することを期待しています。

MEGURI2040で培った技術や開発ノ

ウハウを当社の製品・事業へ展開し、自

動操船制御技術を単なる「人の代替」で

はなく、社会インフラをより安全で持

続可能なものにする「人を支えるパー

トナー」へと育てていきたいです。

オートパイロットは今後、どのような進化を目指していくのでしょうか。MEGURI2040の
研究・開発にも携わった担当者に、プロジェクトで感じたことや今後のビジョンを聞きました。
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MEGURI2040でY.Rともに
研究・開発を担った東京計器のエンジニアメンバー

t i t l e n a m e

操船制御技術は
人を支えるパートナー
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本社を羽田に移転

日経CNBC
「トップに聞く」に
出演

大和ミュージアムに最新航海機器を寄贈

2026年3月～2026年10月における東京計器の最新情報をピックアップ コーポレート・
コミュニケーション室
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　2026年3月23日、新本社での営業を
開始しました。
　今回の本社移転は、当社が次の100年
に向けて新たな一歩を踏み出すための重
要な節目となるものです。そしてこれは、 
将来に向けた投資であるとともに、変革

　2026年9月10日、当社の代表取締役 

社長執行役員 安藤 毅が、マーケット・経
済専門チャンネル 日経CNBCの番組「朝
エクスプレス」内のトークコーナー「トッ
プに聞く」に出演しました。

　呉市海事歴史科学館（愛称：大和ミュー
ジアム）は、戦艦「大和」をはじめとする
旧日本海軍の艦船から最新の大型商船
までを造り続けている「呉の歴史」と、造
船・製鋼などの各種「科学技術」を紹介す
る博物館です。以前より当社の機器を展
示いただいておりましたが、2026年4月
23日のリニューアルオープンに合わせ
て最新のオートパイロットや電子海図情
報表示装置（ECDIS）、さらに当社の歴史
的資料複数を寄贈しました。
　オートパイロットには、来館者が戦艦
大和の操船を疑似体験できる「戦艦大和
操船シミュレーター」を搭載しております。
実際の大和の全長や船速、航行時の動き
方などが再現されており、誰でもゲーム
感覚で楽しんでいただけます。

への決意を示すものでもあります。
　新オフィスは、創造性と協働を促進す
るオープンな環境が魅力です。この環境
のもと、部門や拠点の枠を超えたコミュ
ニケーションを通じて、新たな価値創出
を実現する拠点となることを目指します。

窓から羽田空港をのぞむ開放的なリフレッシュエリア 壁をなくし、営業・技術・サービスの部門連携を容易に 実験室を集約して、部門の垣根を超えた交流を促進

検査機器システムカンパニー、東京計器レール
テクノ株式会社の拠点、およびサービス
部署の一部、試作部署が入居して
います。

本社移転に伴い、平和島事業所を開設

放送は上記のQRコードよりご覧いただけます。
※2027年9月13日（月）23:59までの期間限定公開。
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